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論　文

重症心身障害児・者と係わるある支援者における係わりの変容過程 
―複線径路・等至性モデル（TEM）を用いた変容過程の分析―
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要旨：本研究では、重症心身障害児・者と係わる支援者が支援を継続していく中で、その係わりをどの
ように変容させていくのかを明らかにした。その結果、支援者は係わりの当初、重症心身障害児・者に
おける反応の希薄さや体調の波の大きさといった特徴から、係わりの分からなさを感じる。しかしなが
ら、係わりを継続していく中で、利用者理解を深め、様々な係わりを試行錯誤することを通して自身の
係わりを確立していくプロセスが示された。またこのプロセスには、他の職員の係わりを見ることや、
利用者の両親の話を聞くことなどの、自身の係わりを相対化させる要因が影響を与えていることも示唆
された。
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Ⅰ．はじめに
重症心身障害とは、児童福祉法において、重度

の知的障害および重度の肢体不自由が重複してい
る障害であると定義される。またその中でも、気
管切開や人工呼吸器等の呼吸管理といった濃厚な
医療・介護を常時かつ長期に必要とする者は、超
重症児・者と定義される（野崎・川住, 2011）。近年、
我が国においては新生児医療や救命救急医療の技
術進歩により、これまでの医療では救うことがで
きなかった多くの命が救われるようになった（平
元, 2015）。それに伴い、重症心身障害児・者及び
超重症児・者の数が増加の一途にあることが報告
されている（松葉佐, 2015）。このような状況の中
で、重症心身障害児・者に対して、いかに支援を

行なっていくかということが重要な福祉的課題と
なっている。

これまで幾つかの先行研究が、重症心身障害
児・者に対する支援には多くの困難さが伴うこと
を指摘している（野崎・川住, 2012a; 船橋, 2016）。
例えば船橋（2016）は、肢体不自由児を指導する教
員を対象としたワークショップの参加者に対し
て、肢体不自由教育を実践する上での困難さにつ
いてアンケート調査を実施した。その結果、重度
の肢体不自由がある児童の姿勢管理などの「姿勢
の問題」、実態把握が的確なのか常に不安がある
などの「専門性向上」、医療的ケアを必要とする
子への健康支援などの「健康の支援」の3つのカ
テゴリーが、肢体不自由児教育を行う上での困難
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さとして見出された。この結果は、重症心身障害
児・者と係わる教師や支援者は、対象児・者の身
体面、心理面、体調面などの多様な側面に起因す
る支援の困難さを抱えていることを示唆している。
また、野崎・川住（2012a）は、肢体不自由か病弱、
あるいは両方を対象領域としている特別支援学校
の教員を対象に、超重症児を教育する上での困難
さに関するアンケート調査を実施した。その結
果、知的障害や肢体不自由が重度であるほど、「対
象児の実態把握」、「指導の目標設定」、「指導の進
め方」、「対象児の学習評価」、「自身の実践への評
価」といった項目において、教員が感じる困難さ
は大きいことが明らかになった。この結果は、重
症心身障害児・者が有する知的障害や肢体不自由
といった特徴が、支援者が係わりにおいて実施す
る「PDCAサイクル」に、困難さを与えるという
ことを示している。このように、重症心身障害児・
者と係わる支援者は係わりを行う際に、対象者の
様々な側面における特徴に対して、どのように支
援を計画、実施、評価を行えばよいかという困難
さを抱えていることがわかる。

しかしながら、重症心身障害児・者と係わる支
援者は、その係わりを継続していくことによって、
対象児・者の理解を深め、係わりを巧みなものに
し、支援を行う際の困難さを減らしていくことも
知られている（Lim & Ando, 2010）。Lim & Ando

（2010）は、361名の重症心身障害児の指導に当た
る特別支援学校教員を対象に、特別支援教員の専
門性に関するアンケート調査を実施した。この研
究で用いられたアンケートは、重度・重複障害児
を担当する教員の専門性を測定することを目的と
した質問紙であり、「専門的知識と技能」因子、「子
どもの行動に関する理解」因子、「連携した指導」
因子、「教育への情熱」因子、「子どもの健康状態
のケア」因子から構成されるものである。このア
ンケート調査の結果、教育経験の年数が多いほ
ど、「専門的知識と技能」因子、「子どもの行動に
関する理解」因子、「連携した指導」因子、「教育
への情熱」因子、「子どもの健康状態のケア」因子、
の得点が高いことが明らかになった。この結果は、

重症心身障害児・者との係わりを継続して行うこ
とによって、支援を行う際の様々な側面において、
支援者は専門性を向上させていくことを示唆して
いる。

それでは、重症心身障害児・者と係わる支援者
はどのようにしてその係わりを変容させ、より適
切なものにしていくのだろうか。こうした重症心
身障害児・者と係わる支援者の係わりの変容過程
を明らかにした研究として、市江（2008）の研究と
任・安藤（2012）の研究が挙げられる。市江（2008）
は、重症心身障害児・者施設で勤務する看護師15
名を対象に、対象児・者の反応を理解し、意思疎
通が可能となるプロセスを明らかにするための面
接調査を実施し、得られたデータをM-GTA（木
下, 2007）の手法を用いて分析した。その結果、重
症心身障害児・者と係わる支援者は、偏見や驚き
を抱く、もしくは周囲の状況がわからないと感じ
るなどの「衝撃的体験」を経験しながら、看護師
自身が対象児・者に働きかける「対象接近方略」、
先輩看護師の行動を模倣するといった「看護実践
の多角化」を図り、対象児の身体動作における意
味を見出す「対象者の把握方法の確立」していた
というプロセスが明らかになった。またこのプロ
セスを経る中で、看護師は対象児・者に対して「確
証がもてない思い」を抱きながら、対象児・者と
の相互交渉を行っていることも明らかになった。

また、任・安藤（2013）は、重症心身障害児を担
当するベテランの特別支援学校教員4名を対象に、
教員がどのように自身の専門性を認識し、どのよ
うなプロセスを経て成長してきたのかを明らかに
するための面接調査を実施し、対象者の職能成長
についてキャリアヒストリーを作成した。その結
果、教員は自身の専門性として「子どもへの理解」
と「教育への熱意」の2つを認識していることが
明らかになるとともに、これらの専門性が高めら
れるプロセスとして、対象児との出会いから、職
場での立場の変化、専門家からの指導や自主的な
学習、係わりの積み重ねといった幾つかの契機が
みとめられることが明らかになった。

市江（2008）と任・安藤（2012）によって示された
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結果は、重症心身障害児・者と係わる支援者にお
ける係わりの変容について、以下のことを示唆し
ている。まず1つめは、支援者は様々な係わりを繰
り返し試す、すなわち、試行錯誤することによって、
自身の係わりを確立していくということである。こ
れらの研究においては、対象児とうまく係われな
い中で支援者は、自ら積極的に働きかけを係わり
の中で行う、自主的に学習した療育、教育の技法
を導入する、といった多様な係わりを繰り返し試
すことが指摘されている。このような多様な係わ
りを繰り返し試すことは、その中で自身に適した
係わりを見つけることにつながるとともに、係わり
の成功体験を蓄積することにもつながるため、自
身の係わりが確立していくと考えられる。

次に2つめとして、支援者は、様々な他者との
係わりの中で自身の係わりを変容させていくとい
うことである。これらの研究では、支援者が、先
輩の看護師や教師から係わりを学び、その係わり
を模倣することや、重症心身障害児・者に対する
支援方法を専門とする大学教授から改めて対象
児・者への理解の仕方や、係わり方を学ぶことが
明らかにされている。このことをふまえると、支
援者は様々な他者と係わる中で、他者の重症心身
障害児・者における係わりの方法や技法を学び、
その中で上手く取り入れることができそうなもの
を実際の係わりで用いながら、自身の係わりを変
容させているということが考えられる。

このように、面接調査によって、重症心身障害
児・者が係わりをどのように変容させていくのか
という過程は徐々に明らかになっている。その一
方で、これらの研究で明らかにした係わりの変容
過程は限定的なものにとどまっているということ
も指摘できる。すなわち、市江（2008）においては、
重症心身障害児・者との係わりの中でも、対象児
との意思疎通に関係するプロセスのみを扱い、任・
安藤（2012）においては教員が専門性として考える、
対象児の理解に関する理解に関係するプロセス
のみを扱っているということである。しかしなが
ら、船橋（2016）や野崎・川住（2012ａ）が指摘して
いるように、支援者は心身の健康面に対する理解

や、自身の係わりに対する計画、実施、評価といっ
た認識の面においても困難さを感じており、これ
らの側面についても支援者は係わりを積み重ねる
ことで、理解や認識を変容させ、それをふまえた
係わりを行っていくことが考えられる。

これらをふまえ、本研究では重症心身障害児・
者の支援者における係わりの変容過程について、
重症心身障害児・者と係わる、ある1名の支援者
を対象に、重症心身障害児・者との意思疎通、重
症心身障害児・者の理解に加え、重症心身障害児・
者の心身に対する健康管理、支援者自身の係わり
に対する計画・実施・評価にも焦点を当てて、そ
の変容過程の全体像を明らかにすることを目的と
する。

なお、本研究では、こうした重症心身障害児・
者の支援者における係わりの変容過程を明らかに
するための手法として複線径路・等至性モデル

（Trajectory Equifinality Model：以下、TEMと
する）を用いる。TEMは、KJ法（川喜田, 1967）や
M-GTA（木下, 2007）といった質的データを分析
する手法の1つであり、人間の発達や人生径路の
多様性・複線性の時間的変容を捉える分析・思考
の枠組みモデルを示すことができる（荒川・安田・
サトウ, 2012）。TEMは、個々人がそれぞれ多様
な径路を辿っていたとしても、等しく到達するポ
イントがあるという考え方を基本とし、収束する
ポイントである等至点（Equifinality Point: EFP）、
分岐するポイントである分岐点（Bifurcation 
Point: BFP）、ほとんどの人が論理的、制度的、
慣習的、結果的に経験せざるを得ないポイントで
ある必須通過点（Obligatory Passage Point: OPP）
がモデルにおいては示される（Figure 1）。このよ
うに、人間発達や人生径路の様々なポイントを示
すことができるTEMは、非可逆的な時間の流れ
の中で対象や現象の変容過程を捉えることができ
るため、重症心身障害児・者の支援者における係
わりの変容過程を捉える上で適切な手法であると
いえる。
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Ⅱ．方法
対象者：対象者は重症心身障害児・者施設Aでア
ルバイト勤務をしている大学生1名を対象とした。
対象者の年齢は21歳であり、201X年10月からA
で勤務をはじめ、インタビュー実施時点（201X+3
年7月）では2年9 ヶ月継続して勤務していた。対
象者には研究の趣旨を文書と口頭で説明し、研究
協力の承諾を文書で得た。
データ収集の方法：上記の対象者に対して、半構
造化面接を実施した。面接の場所は、対象者のプ
ライバシーを十分に保てるという理由から大学の
研究室とした。面接の時間は54分であった。質
問内容は、「重症心身障害児・者施設で働くよう
になったきっかけ」について尋ねた後、「利用者
とのコミュニケーションで感じた困難さ」、「係わ
りの当初に利用者を理解する際に感じた困難さ」、

「係わりの当初に利用者の心身の健康管理の面で
感じた困難さ」、「係わりの当初に抱いていた自
身の係わりに対する計画・実施・評価で感じる困
難さ」の4つの観点について、その変容を尋ねた。
具体的には、これらの観点について、①係わりの
当初はどのように感じていたのか、②係わり当初
の認識がどのように変容していったのか（もしく
は、変容しなかったのか）、③係わり当初の認識
が変容していく（もしくは、変容しない）際にどの
ような要因が影響を与えたのか、を尋ねた。また、
それ以外に重症心身障害児・者と係わる中で変容
が見られた事柄についても尋ねた。

倫理的配慮：研究への協力は個人の意思に基づく
こと、研究への協力を承諾した後でも取りやめる
ことができること、面接調査の際に負担を感じる
時ではいつでも面接調査を中止できること、面接
調査によって得られた結果を論文として公表する
こと等を説明し、文書及び口頭で同意を得た。こ
れらの点に加え、個人情報の保護を厳守する旨を
同意書に明記し、個人情報は公表せず、ICレコー
ダーに記録した音声データは研究終了後に破棄す
ることを伝えた。研究結果に関しては、個人が特
定されない形で誌上発表及び、学会発表する可能
性があることや研究結果を本研究以外には使用し
ないことを説明し、同意書への署名を得た。
分析手続き：面接調査によって得られた音声デー
タは、対象者の許可を得て録音し、それをもとに
面接調査の逐語録を作成した。まず、「重症心身
障害児・者施設で働くようになったきっかけ」の
項目については、逐語録によるデータを意味の
あるカテゴリーごとにまとめた。次に、「利用者
とのコミュニケーションで感じた困難さ」、「係わ
りの当初に利用者を理解する際に感じた困難さ」、

「係わりの当初に利用者の心身の健康管理の面で
感じた困難さ」、「係わりの当初に抱いていた自身
の係わりに対する計画・実施・評価で感じる困難
さ」の変容について尋ねた項目については、以
下の手順でTEMによる分析を行った。①逐語録
によるデータを意味のあるまとまりごとに抽出し
て、簡潔に表したラベルを作成した。②①で作成
したラベルを時系列に配置し、TEM図を作成し
た。なお、カテゴリーの分類及び、TEMによる
分析については、第1著者と心理学を専攻する学
生1名との2名で行った後、作成したTEM図の等
至点、必須通過点、分岐点及びそれぞれの関連性
について全ての著者と確認し、その妥当性を担保
した。

Ⅲ．結果と考察
１．重症心身障害児・者施設で働くようになった

きっかけ
重症心身障害児・者施設で働くようになった
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きっかけについて、カテゴリー分類を行ったとこ
ろ、「知り合いに誘われたため」「将来に役立つ可
能性」「重症心身障害児・者と接する戸惑い」の3
つのカテゴリーが見いだされた。各カテゴリーの
定義と具体的な発言例については以下のTable 1
に示す。ここで見いだされたカテゴリーから、重
症心身障害児・者施設で働く際の動機づけとして、
内発的な動機づけと外発的な動機づけの双方が存
在していることが分かる。本研究でインタビュー
した対象者においては、内発的な動機づけである

「将来役に立つ可能性」と外発的な動機づけであ
る「知り合いに誘われたため」の双方が対象者に
影響を与え、重症心身障害児・者施設で働くきっ
かけになったことが示された。しかしながら、こ
の内発的な動機づけと外発的な動機づけの影響の
程度については、重症心身障害児・者施設で働く
者の個人差によって違いがあることが推測される。
すなわち、内発的な動機づけが重症心身障害児・
者施設で働くきっかけのほとんどである者もいれ
ば、外発的な動機づけがほとんどの者もいると考
えられる。また、内発的な動機づけと外発的な動
機づけの内実についても、重症心身障害児・者施
設で働く者の中で複数のバリエーションがあるこ
とが推察される。これらの点については、1名の
対象者に対するインタビューを行った本研究にお
いては十分に検討することができていない。その

ため、これらの点については今後の検討課題であ
る。

２．重症心身障害児・者と係わる支援者における
かかわりの変容過程
TEMによる分析を行った結果、Figure 2に示

すようなTEM図が得られた。ここではまず、重
症心身障害児・者施設で働く対象者における係わ
りの変容過程の径路を示したTEM図の見方につ
いて説明する。そしてこの見方を踏まえて、等至
点、必須通過点、分岐点を含んだこの径路が見い
だされた背景について考察する。
等至点の設定

等至点は、個々人が固有な径路を辿っていて
も、時間経過の中で等しく到達するポイントがあ
るという考え方に基づいている（安田・滑田・
福田・サトウ, 2015a）。実際にTEM図を作成す
る際には、設定された研究テーマが等至点とな
り、この等至点は対象者のライフストーリーに意
味づけられていることが重要であるとされる（安
田・滑田・福田・サトウ, 2015b; 河合・窪田・河
野, 2016）。本研究では、〈重症心身障害児・者
施設における自身の係わりの確立〉を等至点とし
た。なぜなら、本研究の目的は重症心身障害児・
者の支援者における係わりの変容過程を明らかに
することであり、また対象者もインタビューの中

カテゴリー 定義

知り合いに誘われたため
対象者と関係性のあり、重症心身障
害児・者施設で働く他者から、施設で
働くことを勧められたというきっかけ

将来に役立つ可能性
重症心身障害児・者施設で働く経験
が対象者の将来に生かされるという
思い

重症心身障害児・者と接
する戸惑い

重症心身障害児・者施設で働き、係
わることに対する戸惑いや不安

Aは対象者が現在勤務している重症心身障害児・者施設の施設名を指す

部活動の先輩がAで先に働いてて、A自体が学生で
働いている人が代替わりしながら、アルバイトで働くっ
ていうのを結構やってて、4年生が卒業するから新し
い人をっていうことで、働いてみないっていうことで誘
われて

その時にたまたま私が将来就こうと思っている福祉
のアルバイトの誘いを受けて。どうせアルバイトするん
だったら、将来役立てる機会になるなと思って

A自体が大人の重度の障害を持たれている方が対
象ってことで、今までそういう方とあまり接したことが
なくて、正直最初はちょっと戸惑った

発言例

Table 1 「重症心身障害児・者施設で働くようになったきっかけ」における各カテゴリー
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で「その利用者さんとこういう話をしたいなとか、
食事の時に会話して楽しみながら、ご飯を食べら
れたらいいなとか、より具体的な（係わりの）計
画を立てられるようになった。そこまできっちり
したものではないですけど、より具体的（な係
わりの計画を立てられるよう）になった。」な
ど、自身の係わりが確立されてきた趣旨の発言を
複数行っていたことから、〈重症心身障害児・者
施設における自身の係わりの確立〉を等至点と
した。その一方で、両極化された等至点として、
〈重症心身障害児・者施設における自身の係わり
の迷い〉を設定した。この等至点は〈重症心身障
害児・者施設における自身の係わりの確立〉の対
になる概念であり、対象者のインタビューの中で
も数は少ないながら、「日によってかかわり方を
変えていかないといけないんだろうなというのは
（ある）。今も模索中というか。」といったよう
な、現在も係わりに迷いを抱えているという趣旨
の発言が見られている。そのため、〈重症心身障
害児・者施設における自身の係わりの迷い〉を両
極化された等至点とした。続いて、この等至点に

至るまでの係わりの変容過程について〈利用者理
解が深まっていくまでの過程〉、〈利用者に対し
て様々な係わり方を試行錯誤しながら係わるまで
の過程〉、〈重症心身障害児・者施設における自
身の係わりが確立するまでの過程〉の3つに分け
て簡単に素描し、それぞれの過程を考察する。な
お、ここでの利用者とは重症心身障害児・者施設
に入所し、利用している者のことを指す。
利用者理解が深まるまでの過程
　本研究でインタビューした対象者は、重症心身
障害児・者施設で働き始めた当初、重症心身障害
児・者に特徴的である、〈係わりに対する反応の
希薄さへの気づき〉や〈重症心身障害児・者の体
調の波の大きさへの気づき〉を得て、〈接し方の
分からなさ〉や〈体調管理の方法の分からなさ〉
といった思いを抱えてしまうということを語って
いた。また、〈係わりに対する反応の希薄さへの
気づき〉は、〈利用者にどう思われているか分か
らず不安〉になるといった情緒的な課題を引き起
こすことも語られた。そして、このような係わり
の分からなさといった思いや情緒的な課題は、対
象者が係わる利用者と距離を置くといった行動に
までつながるということが語られた。これらの語
りから、重症心身障害児・者と出会い、彼・彼女
らの有する様々な特徴に気づくことは、支援者の
心理面に対して様々な影響を与え、係わりに対す
る積極性を失わせることにつながることが考えら
れる。このような重症心身障害児・者の有する様々
な特徴が支援者の心理面に与える影響について
は、他の先行研究においても頻繁に指摘されてい
る。一木・安藤（2011）は、重症心身障害児・者の
教育を担当する新任教員と中堅教員、熟練教員に
それぞれインタビューを行ったところ、重度・重
複障害教育を担当して日が浅い新任教員において、
実態把握や生徒との信頼関係を築くことに時間が
かかることや、担当する一年間について具体的な
見通しが持てず不安であることが語られた。これ
らの思いは、本研究で見出された〈係わりに対す
る反応の希薄さへの気づき〉や〈利用者にどう思
われているか分からず不安〉、〈接し方の分から
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なさ〉にそれぞれ対応する事柄であると考えられ、
職種を問わず、重症心身障害児・者と係わる支援
者において共通して抱かれる思いであることが示
唆される。

しかしながら、こうした思いや情緒的課題を抱
える中、インタビューした対象者は、利用者に
関する様々な情報収集を行ったことを語ってい
た。具体的には、〈利用者の障害特性に関する学
習〉、〈利用者と他の職員との係わりを見る〉、〈利
用者の両親の話を聞く〉、〈利用者とのその場での
係わりを繰り返す〉といった方法によって情報収
集を行うことを語っていた。特に、〈利用者との
その場での係わりを繰り返す〉際には、〈報酬を
得て働くことへの責任感の自覚〉がその係わりを
支えていたことも語られた。こうした様々な側面
から情報収集を行うことによって、対象者におけ
る〈利用者理解の深まり〉がなされていたことが
考えられる。

このような様々な側面からの情報収集は対象者
自身の利用者理解を相対化させることによって、
その理解を深めていると考えられる。例えば、対
象者の語りの中には、「職員さんが接してるのを
見て、この係わりだったらこういう反応をするん
だとか、笑顔になるんだとか学んでいって。寝
たきりの方だったら決して反応がないとか、自分
の勝手な思い込みが（最初は）あったなと感じるよ
うになってきました。だんだん。」といった語り
や、「利用者さんと両親さんとの係わりを見てい
て、自分の時とお母さんとの反応が違うなという
のは感じて。」といった語りが見られた。これら
の語りは、対象者がこれまで抱いていた固定的
な利用者に対するイメージが、他の職員や両親の
係わりを見ることによって新たな利用者のイメー
ジが形作られ、これまでのイメージが相対化さ
れたものになるというプロセスを示している。ま
た、この相対化のプロセスは他の職員や利用者の
両親といった他者の係わりを見聞きするだけでな
く、対象者自身が係わりを繰り返すことによって
も行われる。このことについて、対象者は「アル
バイトとして行く回数、働きに行く回数が多いこ

とで、自分が行ったときに、あ、なんか今日ちょっ
と笑顔だ～とか、今日体調がいいんだろうなとか。
なんかそういうのが少しずつ分かるようになって
きて。」のように語っている。この語りも、対象
者がこれまで抱いていた固定化されたイメージが、
係わりを繰り返すことによって新たな利用者のイ
メージが形作られたことを示唆している。しかし
ながら、このような利用者のイメージが相対化さ
れることによる理解の深まりは必ずしもスムーズ
に行われるわけではない。〈他の職員の係わりに
対する疑問〉といったカテゴリーが見いだされて
いるように、この相対化の際には、新たに形作ら
れるイメージが妥当なものなのかどうかについて
対象者の中である程度確認されることもあるとい
うことである。そのため、このプロセスで行わ
れる〈利用者理解の深まり〉までのプロセスとは、
他者の係わりを見聞きし、自身の係わりの経験を
蓄積させることによって、利用者のイメージを相
対化するとともに、そのイメージの妥当性を検証
するプロセスであるということができる。
利用者に対して様々な係わり方を試行錯誤しなが
ら係わるまでの過程

利用者理解が深まると、対象者の中で係わりに
対する取り組みの変化が生じてくる。まず、利用
者理解が深まったことによって、〈次に係わる際
の係わりをイメージする〉ようになる。このこ
とは、他の職員や利用者の両親といった他者の係
わりを多く見聞きするとともに、対象者自身も
繰り返し係わりを行ったことによって、係わりの
レパートリーが増え、〈次に係わる際の係わりを
イメージする〉ことが容易になったと考えられる。
また〈利用者理解の深まり〉によって、利用者に
関する多様なイメージが形作られ、〈他の職員の
係わりに対する疑問の解消〉がなされたことも、
このプロセスの中では語られた。このような〈次
に係わる際の係わりをイメージする〉ことによっ
て、実際に支援の場で〈利用者に対して様々な係
わり方を試行錯誤しながら係わる〉ことにつなが
ると考えられる。

さらに、このプロセスでは〈自身の係わりと他
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者の係わりを比較〉するということも語られた。
しかしながら、この〈自身の係わりと他者の係わ
りを比較〉することは、支援者の心理面に2つの
異なる影響を与えることが示された。

1つめは〈他の職員へのあこがれ〉である。本
研究の対象者は、「やっぱり職員さんの係わりを
見て、利用者さんも職員さんもすごく楽しそうに
会話しているというか…。やりとりしているのを
見て、自分も（職員さんのように）なりたいなっ
て思いました。」ということを語っているように、
他の職員の係わりが支援者に係わりに対するポジ
ティブな印象を与えることが示されている。そし
て、この他の職員の係わりに対するポジティブな
イメージは〈他の職員に係わり方を相談する〉と
いう行動を動機づけることにもつながる。〈他の
職員に係わり方を相談する〉ことによって、実際
に支援の場で〈利用者に対して様々な係わり方を
試行錯誤しながら係わる〉際の係わり方の選択肢
が増えることが考えられる。

2つめは〈自身の係わりに対する反省や後悔〉
といった感情を引き起こすことが語られた。本研
究の対象者は、「最初は係わり方があんまり分か
らないから、先輩や職員の方がやっていることを
自分もやろうっていうのがありすぎて、そういう
ほかの人と比べてダメだなという反省も、自分
じゃなくて他の人の係わりと比べてダメだなって
いう思いがあったかなと思います。」ということ
を語っていた。こうした自身の係わりに対する否
定的な見方が過度なものになると、〈重症心身障
害児・者施設における自身の係わりの迷い〉につ
ながり、最終的には離職や休職に至ることが予想
される。そのため、この分岐点が見いだされたこ
とは重症心身障害児・者施設で働く支援者が、自
身の働きに対してある程度肯定的な見方をするこ
とができるように、職員同士の良好な関係性を築
いていくことの重要性を示唆している。
重症心身障害児・者施設における自身の係わりが
確立するまでの過程

最後に〈重症心身障害児・者施設における自身
の係わりの確立〉に至るまでの過程について述べ

る。〈利用者に対して様々な係わり方を試行錯誤
しながら係わる〉ことができるようになると、〈係
わりが楽しくなる〉という経験をする。対象者は

「はじめは、すごく頑張って。自分が頑張らない
といけない、行ったらすごく頑張らないといけな
いっていう思いが強かったんですけど、最近は行
くこと自体がすごく楽しいし、こっちも楽しみな
がら接することが、結果利用者さんも楽しく過ご
してもらえる感じになるのかなという風に変わっ
てきました。」ということを語っていた。こうし
た語りの背景には、〈様々な係わり方を試行錯誤
しながら係わる〉ことによって、より利用者の反
応を引き出しやすい係わりや利用者とコミュニ
ケーションを円滑に行うことができるようになっ
たことを示唆している。本研究における対象者
も「利用者さんと接したときに楽しかった記憶が
あって、どうせ一緒にいるんだったら、自分も楽
しい方がいいよなと思えるようになっていたから
と思います。」といった語りを行っているように、
支援者と利用者双方にとってポジティブな係わり
を蓄積することが、〈係わりが楽しくなる〉とい
う経験に影響を及ぼすと考えられる。

また、〈利用者に対して様々な係わり方を試行
錯誤しながら係わる〉ことができるようになるこ
とで、〈利用者の行動に対する大胆な解釈〉を行
うようになったことを対象者は語っていた。この

〈利用者の行動に対する大胆な解釈〉を行うこと
は、重症心身障害児・者の支援において、極めて
重要であるということが示唆されている（川住・
清水・小林・成澤・竹島, 2005）。川住ら（2005）は
重症心身障害児の場合は、その行動の読み取りに
おいて感情移入の多い過剰な解釈は避けなければ
ならないとしながらも、大胆な解釈（不確かであっ
てもとりあえずの意味付けを行うこと）が極めて
重要であり、この大胆な解釈によって重症心身障
害児のさらなる行動が引き出されることを指摘し
ている。本研究の対象者が語った内容は、この大
胆な解釈が〈様々な係わり方を試行錯誤しながら
係わる〉ことを素地としたものであることを示し
ている。そのため、重症心身障害児・者施設で働
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く支援者が大胆な解釈を行いながら、自身の係わ
りを行うことができるように、それぞれの施設で
は支援者が様々な係わり方を試行錯誤できるよう
な環境を整える必要があると考えられる。

Ⅳ．まとめと今後の課題
本研究では、重症心身障害児・者施設で働く支

援者1名を対象にインタビュー調査を行い、重症
心身障害児・者施設で働く支援者における係わり
の変容過程を明らかにした。この調査の結果、支
援者は係わりの当初、重症心身障害児・者におけ
る反応の希薄さや体調の波の大きさといった特徴
から、係わりの分からなさを感じているが、係わ
りを継続していく中で、利用者理解を深め、様々
な係わりを試行錯誤することを通して自身の係わ
りを確立していくプロセスが示された。またこの
プロセスには、他の職員の係わりを見ることや、
利用者の両親の話を聞くことなどの、自身の係わ
りを相対化させる要因が影響を与えていることも
示唆された。

しかしながら、本研究にはいくつかの課題が残
されている。まず1つめは、本研究の結果のどこ
までが一般化できるのかという点である。本研究
は1名の重症心身障害児・者施設で勤務する支援
者に対して、インタビュー調査を行い、その係わ
りの変容過程を明らかにした。しかしながら、本
研究の結果で示された係わりの変容過程が、他の
支援者の係わりの変容過程でも示されるのかにつ
いては検討していない。そのため、今後の課題と
して複数名の重症心身障害児・者施設で勤務する
支援者に対して同様の調査を実施し、本研究の結
果と比較検討することで、本研究で明らかにされ
た係わりの変容過程のどの部分が他の支援者にも
共通したものであり、どの部分が個別的なもので
あるのかを明らかにすることが必要であろう。

次に2つめは、本研究で明らかにした係わりの
変容過程における時間軸に関する課題である。本
研究で明らかにした係わりの変容過程は、対象者
1名が勤務してきた2年9 ヶ月の期間の変容過程で
あった。この結果は、より長期間にわたる係わり

の変容過程を示すことができているという点で
ダイナミックなものである一方で、より細部の
係わりの変容に関しては十分に捉えることができ
ていない。例えば、本研究では分岐点の1つとし
て、〈利用者に対して様々な係わり方を試行錯誤
しながら係わる〉が示されたが、その試行錯誤の
内実がどのようなものであったかには十分に明ら
かにすることができていない。近年は重症心身障
害児・者との係わりにおいて、その試行錯誤の過
程について報告した研究も散見される（野崎・川
住, 2012b）。そのため、こういった短期間の係わ
りの変容についても知見を蓄積していくことが望
まれる。

付記
本研究をまとめるにあたり、研究にご協力いた

だきました皆様に深く御礼申し上げます。また分
析に際して、ご尽力いただきました古谷伽世さん
に深く感謝申し上げます。

なお、本研究は山口県立大学研究創作活動助成
「重症心身障害児・者の支援者における障害理解
と態度の変容に関する基礎的研究」（教員養成対
応型／研究代表者：永瀬　開）の助成を受けた。
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The process of changes in support for individuals with profound and multiple disabilities: 
Analysis using the Trajectory Equifinality Model

Kai NAGASE
Yukiko OISHI

Kenji TSUNODA
Kumi FUJITA

The aim of  this  study was  to  examine  the process of  changes  in  support  for  individuals with 
profound and multiple disabilities. We  interviewed support persons who had been working  in a 
nursing home  for  individuals with profound and multiple disabilities, and asked  them about  the 
process of changes  in support  for them. The results were as  follows:  (a)  in the beginning, when a 
support person started working in a nursing home he/she was bewildered by the poor reactions of 
the individuals with profound and multiple disabilities; (b) a support person consolidated the method 
of supporting  individuals with profound and multiple disabilities through trial and error; and  (c)  it 
is  important to compare the support methods an individual uses with either those of others or the 
previous ones he/she used.
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